
秘書広報課 p24-8801

平和のために語り継ぐ

などを募集します
「戦争体験記」

戦後70周年

　戦後70年の節目の年にあわせ
て、二度と戦争を繰り返さないた
めに、広報丸亀で「戦争体験記」
を募集しました。お寄せいただい
た体験談を掲載した11月号をご
覧になった皆さんから、寄稿や問
い合わせを多くいただいています。
　秘書広報課では、戦争を知らな
い世代に貴重な体験を語り継ぐた
め、引き続き体験記などを募集し
ます。

内　容
　戦争体験や戦争中の生活を伝え
る体験談400字～最大2000字（原
稿用紙１～5枚）・資料など（使用
後返却）

応募方法など
　住所、氏名、年齢、電話番号を
記入して郵送か持参またはＥメー
ルで秘書広報課まで。順次広報丸
亀などで紹介させていただきます。

送付・問い合わせ
〒763-8501大手町二丁目3番1号
秘書広報課 p24-8801
hishokoho-k@city.marugame.lg.jp

2015年12月 ● 広報丸亀 2015年12月 ● 広報丸亀

秘書広報課
p24-8801
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私
は
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
12

月
）
、
飯
山
町
東
坂
元
（
旧
綾
歌
郡

坂
本
村
）
で
生
ま
れ
、
今
年
80
歳
を

迎
え
ま
す
。
と
き
あ
た
か
も
広
報
丸

亀
８
月
号
で
、
平
和
の
た
め
に
語
り

継
ぐ
「
戦
争
体
験
記
」
募
集
を
目
に

し
、
戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
強
い
思
い
か
ら
、
私
の
少

年
時
代
の
体
験
を
記
し
、
戦
争
を
知

ら
な
い
若
い
世
代
の
方
々
に
一
つ
で

も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
平
和
の
大
切

さ
を
共
に
訴
え
続
け
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
戦
後
70
年
、
日
本
は
、
日

本
国
憲
法
の
も
と
で
、
国
土
再
建
、

経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
た
。
こ
の

間
、
戦
争
放
棄
を
旗
印
と
し
た
民
主

平
和
国
家
で
あ
る
こ
と
を
世
界
各
国

か
ら
認
め
ら
れ
今
日
に
い
た
っ
て
い

る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
近
隣
国
間
の
緊

迫
す
る
諸
情
勢
か
ら
、
政
府
は
新
し

く
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
を
国
会

に
提
出
し
、
審
議
、
賛
否
両
論
の
激

論
中
で
あ
る
。
去
る
８
月
30
日
に

は
、
同
法
案
に
反
対
す
る
国
民
運
動

が
全
国
で
起
こ
さ
れ
、
東
京
で
は
国

会
議
事
堂
を
囲
み
、
大
規
模
な
デ
モ

行
進
が
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
将
来
の

平
和
国
日
本
の
在
り
方
に
国
民
の
関

心
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
昨
今
で
あ

る
。

高
松
空
襲
と
避
難
訓
練

　

１
９
４
４
〜
４
５
年
（
昭
和
19
〜

20
年
）
の
終
戦
に
至
る
ま
で
、
東
京

空
襲
を
始
め
次
々
と
大
都
市
が
戦
火

で
焼
失
し
た
。
１
９
４
５
年
（
昭
和

20
年
）
７
月
４
日
に
は
、
高
松
が
空

襲
を
受
け
、
１
３
５
９
人
が
、
命
を

奪
わ
れ
、
８
万
６
４
０
０
人
が
被
災

し
た
。
そ
の
時
の
記
憶
は
鮮
明
に
残

っ
て
い
る
。

　

飯
野
山
ス
レ
ス
レ
に
西
か
ら
、大
型

爆
撃
機
Ｂ
29
が
１
０
０
機
余
り
、
も

の
凄
い
爆
音
を
残
し
な
が
ら
高
松
に

向
か
っ
た
。
８
０
９
ト
ン
も
の
焼
夷

弾
の
火
の
雨
で
東
の
空
は
真
っ
赤
に

染
ま
り
、
城
山
の
姿
が
浮
き
絵
の
よ

う
だ
っ
た
。
田
植
え
を
終
え
た
水
田

に
は
、
防
信
用
の
鈴
の
長
い
長
い
テ

ー
プ
が
多
く
落
と
さ
れ
て
い
た
。

　

当
時
は
連
日
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
、
艦

載
機
グ
ラ
マ
ン
の
飛
来
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
１
万
メ
ー
ト
ル
上
空
を
Ｂ
29

が
白
い
飛
行
雲
を
残
し
な
が
ら
悠
々

と
飛
び
去
る
状
態
に
唖
然
と
し
て
空

を
見
上
げ
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
校
庭
に
ツ
ボ

穴
を
掘
っ
て
逃
げ
込
む
訓
練
や
、
校

舎
の
な
か
で
は
、
机
の
下
に
身
を
伏

せ
て
、
両
手
を
両
目
、
両
耳
に
押
し

当
て
身
体
の
防
護
訓
練
に
励
ん
だ
。

校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
は
爆
撃
で
飛
び
散

ら
な
い
よ
う
新
聞
紙
を
細
く
切
り
張

る
な
ど
防
備
し
て
い
た
。

洗
脳
教
育
の
怖
さ

　

世
界
に
は
今
で
も
、言
論
を
封
じ
、

自
由
を
許
さ
な
い
独
裁
国
が
存
在
す

る
。
か
つ
て
日
本
で
も
、
軍
部
主
導

と
な
り
、
自
由
主
義
大
国
と
戦
い
敗

戦
に
至
っ
た
。
戦
中
、
国
民
は
現
在

の
様
に
世
界
の
情
報
を
知
り
得
る
よ

う
な
報
道
や
ネ
ッ
ト
は
無
く
ま
た
許

さ
れ
な
か
っ
た
。

　

私
た
ち
は
米
、
英
国
は
ど
の
様
な

国
で
あ
る
か
、教
わ
る
こ
と
も
無
く
、

た
だ
敵
国
鬼
畜
米
英
と…

…

一
億
一

心（
国
家
の
団
結
）で
必
勝
す
る
こ
と

を
心
に
植
え
付
け
ら
れ
た
。
日
本
は

神
国
、
天
皇
陛
下
は
神
様
と
し
て
崇

め
、「
朕（
天
皇
陛
下
）の
命
令
は
神

の
命
令
」
だ…

…

と
教
育
さ
れ
た
。

軍
隊
で
は
、
上
官
の
命
令
は
「
朕
」

の
命
令
と
し
て
絶
対
服
従
し
、
国
家

統
治
が
は
か
ら
れ
た
。

平
和
は
人
々
の

心
と
力
で
生
ま
れ
る
。

　

戦
争
は
人
々
の
命
を
奪

い
、
敵
対
す
る
国
を
滅
ぼ
す

こ
と
で
何
一
つ
益
す
る
こ
と

は
無
い
。
現
に
地
球
上
の
各

地
で
頻
発
し
て
い
る
争
い

を
、
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
で
目

に
す
る
が
、
科
学
兵
器
を
駆

使
し
全
て
を
壊
滅
す
る
様
相

は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

70
年
前
、
日
本
は
広
島
、
長
崎
に

原
爆
を
投
下
さ
れ
、
空
襲
に
よ
り
、

東
京
を
は
じ
め
大
都
市
は
殆
ん
ど
焼

失
し
た
。
同
じ
く
高
松
も
戦
火
に
遭

い
多
く
の
人
々
の
命
を
失
い
大
な
る

被
災
を
受
け
た
こ
と
を
後
世
に
伝
え

継
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
、
日
本
国
民
は
文
化
、
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
、
よ
ろ
こ

び
楽
し
み
、
文
化
生
活
を
送
れ
る
幸

せ
、
そ
し
て
、
平
和
の
現
実
に
共
感

を
覚
え
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
（
平
成
32
年
）
は
、

平
和
の
祭
典
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
る

が
、
全
世
界
の
国
々
が
参
加
さ
れ
、

平
和
の
よ
ろ
こ
び
を
味
わ
い
た
い
。

戦
後
70
年
の
節
目
と
し
て
、
恒
久
平

13 12

和
国
家
で
あ
れ
と
不
戦
の
願
い
を
新

た
に
す
る
一
人
で
あ
り
ま
す
。

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）９
月
記

永
久
平
和
を
願
っ
て

次
世
代
に
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぎ
た
い

私
の
戦
争
体
験
談
❷

戦後70年

大型爆撃機B29

戦
争
は
す
べ
て
を
無
に
す
る
│
原
子
爆
弾
│

生活のすべてが戦争一色

全国の主要都市が焼け野原に

「
戦
争
は
す
べ
て
を
無
に
す
る

　
　
　
　
　
少
年
時
代
の
戦
争
体
験
」

飯
山
町
　
小
林
　
文
雄
さん

し
ょ
う

い

あ
ぜ
ん

あ
が

ち
ん

ほ
と


